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　第 39 回トライアスロン IN
徳之島は多くの選手が伊仙町内
のコースを力強く駆け抜けました。
　沿道には多くの町民が集まり、

「頑張れ！」と温かい声援を送り、
選手たちを後押ししました。

　また、ボランティアスタッフや町職員もエイドステーションでの
給水や給食、交通整理など、それぞれの役割を担い、大会運営を支
えました。
　町民、ボランティア、関係機関が一丸となって選手を迎えたことで、
島ならではのおもてなしの心が大会を彩りました。参加した選手
たちは、地域の温かい応援を力に変えながら、ゴールを目指して最
後まで懸命に走り抜きました。

特 集

　大会を迎えるにあたり、コースとなる県道沿いでは地域住民や各種
団体のみなさまによる清掃活動が行われ、選手を気持ちよく迎えられ
るよう環境美化に取り組みました。また台風や大雨の影響により町内
の道路の清掃活動が遅れたため、各課より職員が派遣され、う回路
の道路整備の対応をしました。

　毎年恒例になっている阿権小学校の児童による集落の魅力
を紹介する「島っこガイド」。今年は 14 名の参加申し込みがあ
りました。児童の成長やガイドのレベルアップを見ることも楽
しみの一つとリピーターも多くいました。

　徳之島一円で開催された第 39 回「トライアスロンＩＮ徳之島」の
関連イベントのカーボパーティーおよびどんちゃんパーティーが天城町
浅間のＢ＆Ｇ海洋センターであり、島内外の選手・関係者へ伊仙町の
ふるさと納税を PR しました。
　ブースにお越しいただいた方には伊仙町の砂浜のさんごの箸置きや
伊仙町内で採れるフルーツや風景のポストカードをプレゼントしました。
　また選手には大会にかける意気込みや終了後の感想をパネルに書き
こんでいただきました。

第39回

清掃作業

  阿権小の児童
「島っこガイド」

トライアスロンの選手へ
集落の魅力を紹介

カーボパーティー・どんちゃんパーティー

トライアスロン　　IN 徳之島
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面
縄
中
学
校
１
年
生
と
鹿
児

島
大
学
農
学
部
修
士
課
程
1
年

生
の
吉
田
早
希
さ
ん
ら
と
、
外
来

種「
オ
ウ
ゴ
ン
カ
ズ
ラ（
ポ
ト
ス
）」

の
効
果
的
な
駆
除
方
法
を
探
る

２
年
間
の
共
同
研
究
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

喜
念
浜
で
現
地
調
査
を
実
施

し
、刈
り
取
り
や
遮
光
、
薬
剤
散

布
な
ど
の
方
法
で
比
較
す
る
実

験
区
を
設
置
し
ま
し
た
。
ポ
ト
ス

の
繁
殖
状
況
に
驚
い
た
生
徒
た

ち
は
、
ポ
ト
ス
の
抜
き
取
り
作

業
も
体
験
し
、
世
界
自
然
遺
産
・

徳
之
島
の
豊
か
な
自
然
を
守
る

た
め
の
外
来
種
対
策
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

喜
念
浜
で
外
来
種「
ポ
ト
ス
」の
駆
除
研
究

町 行題 事話
の

・
　

7
月
1
日
付
で
、
新
た
に
未

来
創
生
課
参
事
と
し
て
、
渡わ

た
な
べ辺 

稔と
し
ゆ
き之
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
か
ら
北
海
道
庁
で
の

勤
務
を
経
て
、
令
和
2
年
10
月
よ

り
北
海
道
留
萌
市
副
市
長
に
就

任
。
任
期
中
に
ふ
る
さ
と
納
税
寄

附
額
を
約
10
倍
ま
で
伸
ば
す
な

ど
、様
々
な
実
績
を
お
持
ち
で
す
。

　

伊
仙
町
で
は
主
に
地
方
創
生
に

係
る
施
策
を
担
当
し
ま
す
。

　
第
33
回
一
筆
啓
上
賞〈
日
本
一
短
い
手
紙
〉に
、

阿
権
小
学
校
の
實 

利
應
さ
ん
が
秀
作（
日
本

郵
便
株
式
会
社 

北
陸
支
社
長
賞
）を
受
賞
！

一
筆
啓
上
賞
と
は

　

徳
川
家
康
の
家
臣
が
自
身
の
妻
に
送
っ
た
短
い

手
紙「
一
筆
啓
上 

火
の
用
心 

お
仙
泣
か
す
な 

馬
肥

や
せ
」に
ち
な
み
ま
す
。

　

令
和
8
年
度
第
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
2
日
間
か
け
て
各
集
落
を
巡
回
し
て

実
施
し
ま
し
た
。

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、登
録
（
一
生
に

一
度
）・
狂
犬
病
予
防
注
射
（
年
1
回
）
を

す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
狂
犬
病
か
ら
犬
と
人
を
守
る
た
め 

毎
年
1
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
必
ず
受

け
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

　

6
月
の
狂
犬
病
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
場
合
は
10
月
に
実
施
の
集
合
注

射
を
案
内
し
ま
す
の
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
強
化
月
間
で
す
。
こ
の
運
動
は
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更

正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
新
た
な
被
害
者
も
加

害
者
も
生
ま
な
い
安
全
で
安
心
な
明
る
い
地
域

社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
活
動
で
す
。
伊

仙
町
に
お
い
て
も
９
名
の
保
護
司
及
び
協
力
団

体
の
奄
美
信
用
金
庫
い
せ
ん
支
店
の
方
々
が
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
７
月
１
日
に
は
伊
仙
町

長
室
に
お
い
て
髙
市
総
理
大
臣
及
び
塩
田
鹿
児

島
県
知
事
か
ら
の
お
言
葉
を
伝
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
第
76
回
目
の
統
一
テ
ー
マ
は「
保
護
司
」

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
町
民
の

み
な
さ
ま
も
こ
の
運
動
を
通
し
て
保
護
司
の
活

動
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

伊
仙
町
役
場
で
令
和
8
年
度
第
1
回
伊
仙

町
地
域
公
共
交
通
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
行
政
や
交
通
事
業
者
、住
民
代
表

な
ど
が
出
席
し
、
地
域
の
交
通
課
題
の
解
決

に
向
け
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
会
議
で
は
、

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
実
証
運
行
や
地
域
交

通
の
自
走
化
に
向
け
た
公
共
交
通
を
支
え
る

人
材
育
成
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
・

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、今
後
の
事
業
の
方
向
性

を
確
認
し
ま
し
た
。
町
で
は
、誰
も
が
安
心
し

て
移
動
で
き
る
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通

の
実
現
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

任
期
付
職
員（
参
事
）が
就
任
し
ま
し
た

狂
犬
病
予
防
注
射
実
施

第
76
回 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

伊
仙
町
地
域
公
共
交
通
会
議
を
開
催

日
本
一
短
い
手
紙
で
受
賞
!

　

行
政
マ
ン
と
し
て
培
っ
て

き
た
知
識
や
経
験
を
、
ず
っ

と
憧
れ
て
い
た
南
の
島
「
徳

之
島
・
伊
仙
町
」
で
生
か
せ

る
こ
と
を
光
栄
に
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
ち
の
た
め
、
町
民

の
た
め
に
全
力
で
頑
張
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

と
う
さ
ん
へ

あ
せ
く
さ
い
っ
て
マ
マ
と
わ
ら
う
け
ど
ぼ
く

は
す
き
だ
よ
そ
の
に
お
い
。
が
ん
ば
っ
た
あ

か
し
だ
も
ん
。
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く
ら
し
支
援
課

総
務
課

社
会
福
祉
協
議
会

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
大
地
震
の
発
生
に
伴
う
大
津
波
を
想
定

し
た
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

訓
練
で
は
、各
集
落
公
民
館
へ
避
難
し

て
い
た
だ
き
、避
難
人
数
や
負
傷
者
の
有

無
な
ど
を
役
場
総
務
課
へ
電
話
で
報
告
す

る
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。
災
害
時

に
迅
速
か
つ
的
確
な
避
難
行
動
と
情
報
共

有
が
で
き
る
よ
う
、日
頃
か
ら
の
備
え
と

地
域
で
の
連
携
を
確
認
す
る
大
切
な
訓
練

で
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
実
施
予
定
日

　

令
和
８
年
８
月
23
日（
日
）
午
前
中

■
お
問
い
合
わ
せ

　
伊
仙
町
役
場 

総
務
課

　

T
E
L

：

0
9
9
7-

8
6-

3
1
1
1

　

福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い
、
福
祉
の

仕
事
に
興
味
が
あ
る
、
福
祉
に
関
す
る

資
格
の
取
得
方
法
を
知
り
た
い
、
働
き

方
や
悩
み
や
不
安
を
じ
っ
く
り
お
聞
き

い
た
し
ま
す
。

●
時
間

　

午
前
9
時
～
正
午
12
時

●
場
所

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
徳
之
島

●
令
和
8
年
度
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

○
10
月
20
日（
火
）

　

○
12
月
15
日（
火
）

　

○
2
月
16
日（
火
）

※
相
談
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
相

談
日
の
2
日
前
（
土
・
日
・
祝
除
く
）

ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
受
付
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

※
雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、
こ
の
相

談
が
1
回
の
求
職
活
動
実
績
と
し
て

認
め
ら
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会 

　
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

T
E
L

：

0
9
9-

2
5
8-

7
8
8
8

　

認
知
症
カ
フ
ェ

は
、
認
知
症
の
あ

る
人
や
そ
の
家
族
、

地
域
住
民
、
医
療
・

介
護
専
門
職
な
ど

ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
気
軽

に
集
ま
り
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
交

流
や
相
談
が
で
き

る
場
で
す
。

●
目
的

　
①
認
知
症
の
人
の
社
会
参
加

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で
役
割
や

つ
な
が
り
を
持
ち
、
自
分
ら
し
く
生

活
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

　
②
家
族
の
心
理
的
負
担
の
軽
減

　

介
護
の
悩
み
や
不
安
を
共
有
し
、
孤

立
感
を
減
ら
す
。

　
③
地
域
の
理
解
促
進

　

地
域
住
民
が
認
知
症
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、
偏
見
を
減
ら
す
。

●
開
催
場
所
・
日
程

　

○
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
み
さ
き

　
　
「
み
さ
き
カ
フ
ェ
」：奇
数
月
27
日

　
○
徳
之
島
老
人
ホ
ー
ム

　
　
「
ゆ
め
カ
フ
ェ
」：毎
月
第
１
日
曜
日

※
1
月
の
み
第
2
日
曜
日
開
催

■
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
T
E
L

：

0
9
9
7-

8
1-

7
8
7
8

●
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
登
記

　
手
続
き
案
内
の
お
知
ら
せ

●
防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ

●
福
祉
・
介
護
の
お
仕
事

　
定
期
出
張
相
談
会

●
み
ん
な
の
認
知
症
カ
フ
ェ

　
～
知
る
・
話
す
・
つ
な
が
る
、

　
　
　
　
　  

地
域
の
居
場
所
～

（西阿権集落） （西犬田布集落）

町民からの推薦

　
法
務
局
に
よ
り
ま
す
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
登

記
手
続
き
案
内
が
伊
仙
町
役
場
1
階
会
議

室
き
ゅ
ら
ル
ー
ム
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

次
回
は
9
月
8
日（
火
）と
な
っ
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は

開
催
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
予
約

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
申
し
込
み
は
左

記
の
電
話
番
号
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
開
催
日
時

　

令
和
8
年
9
月
8
日（
火
）

　

○
午
前
　
時 

○
午
前
11
時 

　

○
午
後
2
時 

○
午
後
3
時 

計
4
回

●
場
所

　

伊
仙
町
役
場
1
階
会
議
室
き
ゅ
ら

ル
ー
ム
又
は
ご
自
宅
（
ご
自
宅
の
場

合
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
の
あ

る
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

●
お
申
し
込
み
先

　

法
務
局

　

T
E
L

：

0
9
9
7-

5
2-

0
3
8
3

　

開
催
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
伊
仙
町
役
場 

く
ら
し
支
援
課

　

T
E
L

：

0
9
9
7-

8
6-

3
1
1
3

10

各課からみなさまへ。暮らしに役立つお知らせです。 INFORMATION
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人口の動き
（2026年6月末日現在）
※総人口は、外国人含む。

総人口 5,917 人

男 2,969 人

女 2,948 人

世帯数 3,402 世帯

出生 1 人

死亡 14 人

転入 19 人

転出 17 人

戸
籍
の
窓

伊仙町長の1ヵ月の主な動静を紹介いたします。

町長の動き 月日 行事 場所
30（火） 阿権小学校 表敬訪問

伊仙町
7/1（水）

社会を明るくする運動伝達式 保護司会会長 訪問
全体朝礼
陸上自衛隊奄美警備隊 表敬訪問
第78回 県民スポーツ大会第67回大島地区大会･
第53回 大島地区スポーツ少年団競技別交歓大会
合同結団式

2（木）
学齢期を対象にしたフッ化物洗口セミナー(WEB会議)

令和8年伊仙町われんきゃ未来教育会議総会
及び専門部会

3（金） トライアスロン協議説明会･カーボパーティー 天城町

5（日）
第39回トライアスロン大会 徳之島三町
トライアスロン表彰式･どんちゃんパーティー 天城町

6（月） 令和8年度 伊仙町商工スタンプ会通常総会
伊仙町

7（火） 日本郵便株式会社との指定暑熱避難施設に係る協定式
8（水） 鹿児島県国土調査推進協議会 第64回 定例総会 鹿児島市
9（木）

企業版ふるさと納税 関連企業訪問 大阪府
10（金）

13（月）
令和8年度 徳之島用水土地改良区 第1回 理事会 天城町
農協役員 挨拶来庁 伊仙町

14（火）
令和8年度 奄美･やんばる広域圏交流推進協議会　　　　　　　　　　　
広域議会 第1回 臨時会 那覇市
沖縄奄美連合会との意見交換会

15（水）
沖縄科学技術大学院大学視察

名護市名桜大学視察
奄美・やんばる広域圏交流推進協議会総会

月日 行事 場所
6/17（水） 区長会 伊仙町
18（木） 公益社団法人鹿児島県観光連盟 令和8年度定時総会 鹿児島市

19（金）
第20回 JAあまみ徳之島事業本部「総代集会」 徳之島町
新規就農励ましの会 伊仙町

22（月）
徳之島地区防犯連絡協議会 徳之島町
鹿児島銀行 企業版ふるさと納税贈呈式

伊仙町
23（火）

平和フォーラム城村氏 来庁
面縄港整備推進協議会総会
令和8年度徳之島さとうきび生産対策本部各種総会 徳之島町

24（水）

商工会 経営指導員 来庁
伊仙町

令和8年度 第1回 伊仙町地域公共交通会議
令和8年度 第1回 徳之島地域公共交通活性化協議会 徳之島町
喜念ブルース 表敬訪問

伊仙町

第1回 スポーツ推進委員会及び町民体育祭･
駅伝大会準備委員会

25（木） 日本エアコミューター株主総会(WEB会議)

26（金） 九州電力送配電川村氏 挨拶来庁
28（日） 西犬田布 豊年祭

29（月）
令和8年度第2回徳之島愛ランド広域連合議会定例会
伊仙町健康づくり推進員研修会

30（火） 伊仙町土地改良区 理事会

毎日たくさんの
笑顔をありがとう♡
これからも
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 お 買 い 物 は 、ぜ ひ 町 内でお 願 いします。

伊 仙 町 商 工 会 の 窓

社会福祉法人 幸徳福祉会

幸徳保育園

営業時間 7：30～18：00定休日 日曜日

TEL 0997-86-3134

住 所 伊仙町伊仙字下向里2901番1

今月の表紙
　こんにちは。地域おこし協力隊の松原です。今月は7月に開催され
た島をあげて選手をお迎えしたトライアスロン大会の写真を表紙にし
ました。伊仙町のエリアはバイクで駆けるのでシャッターは連続モー
ドで撮りました。
　前夜祭のカーボパーティー、トライアスロン当日、後夜祭のどんちゃん
パーティーと選手・関係者・選手を応援しているみなさんがイキイキと
しているのが見ていてとてもまぶしかったです。
　「応援が力になった」と選手の方々はそろって言っていたので、まだ
トライアスロンの応援を経験していない方は来年一緒に応援してみま
せんか？
【表紙の撮影：2026年7月5日（日）】

わが町のアイドル募集！
町のみなさんに素敵な笑顔を届けてみませんか？
毎月10日までに、右記二次元コードを読み取り、
必要事項を入力し、掲載希望写真を添付いただ
きご送付ください。

長寿・子宝日本一の
町！

お問い合わせ

（8ヵ月）大西 燈
ひ な み

波くん

子どもの本当の幸せとは・・・
【将来にたくさんの「選択肢」を持ち、
“なりたい自分”になれること！】
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